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はじめに

　Ll陰地方中部地域 の 日本海沿 い に分布 して い る中新統下部 は

下位 の 非海成層 とこ れを不整合に お お う海成層か らな り，鹿野

ほ か （1991）の N ↓ に 相当す る．前者 は 波多層，後者は 川 合

層 ・久利層と呼ばれ る．前期中新匱の波多層は ， 安山岩質か ら

珪長質 の噴出物を主体 とし， 溶結 ・非溶結 の珪長質火砕流堆積

物を多 く含む （通商産業省 1967 ；山陰グ リーン ・タ フ 団体研

究グル
ープ ／979；沢田 1978；井上 1980；松本 1986）．これ

ら火砕岩類は広範な分布をもち， 分布域周辺 に は コ ール ドロ ン

あ るい は陥没盆地を形成 して い る （山陰グリ
ー

ン ・タフ 団体研

究グル
ープ 1979 ；沢田 1978　：高安 ぼか 1992＞．

　松江市の 南東方に 分布す る意東火山岩類 （井上 1994）は溶

岩主体の噴出物で ある こ と， 岩質は玄武岩か ら流紋岩まで の幅

広 い 組成 をもっ が 主体 は 玄武岩質安山岩か ら安山岩で あ る こ

と
，

また コ ー
ル ドロ ン構造 は な く地溝構造 を もつ こ と，な どの

特徴をもつ．意東火山岩類 は後期白亜紀一古第三紀火成岩類を

不整合に覆い ，中期中新世の 海成層に不整合に覆わ れ る陸成の

火山岩層で ある こ とか ら， 本火山岩類 は こ れ まで 前期中新世 の

波 多 層 に 対 比 され て きた 〔西 山 ・三 浦 1964；高安 ほ か

1992；鹿野ほ か 1994；井上 1994な ど）．

　本地域の前期中新世と され る火山岩層か らは 3点の放射年代

が 公表され て い る （鹿野ほ か 1994）．1 つ は 井上 （1994＞が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろユい なし

先意東火山岩類 とした飯梨溶結凝灰岩 で あ り，20．4Ma の FT

年代値が報告された．他の 2 つ は意東火山岩類に属す る溶岩で

あ り，11．9．　Ma お よび92Ma の KAr 年代値が報告 さ れ た．

後者は巾期中新世か ら後期中新世 の 年代 を示 す こ とに な り， こ

れは変質や水和 に起因する若返 りに よる と解釈され て い る （鹿

野 1まカ》　1994）．

　この よ うに意東火山岩類 の 噴出年代に つ い て は信頼で き る デ

ータは まだない．そ こ で本火山岩類 の 噴出年代を明 らか にす る

こ とを目的 と して，系統的な K ．Ar 年代測定をお こ な っ た の

で 報告する．

地質概説

　松江市南東方地域には三郡変成岩類，白亜紀お よび古第三 紀

火山岩類，お よび古第三 紀 の花崗岩類 か らなる基盤岩を不整合

にお お っ て中新統が分布する．中新統 は下位 よ り飯梨溶結凝 灰

岩 ， 意東火 rIi岩類，お よび 中部中新統の地層群か らな り， 相互

の 関係 は不整合で あ る （井．卜 1994）．なお ， 山陰地方中部地域

に お け る堆積盆地 は西か ら大 田湾入部，出雲湾入部，松江湾入

部， 荒島湾入部， お よび米子湾入部 と呼ばれて お り （三位 ・吉

谷 1972， 第 1図）， 本地域は荒島湾入部で あ る．

　荒島湾入部 の 中新統の 大半を占め る意東火山岩類は，長径 15

km ，短径 3〜5km の NE −SW 方向に 伸 び た長円形 の 分布 を

示 す （第 ユ図）．意東火山岩類 の活動は，凝灰質砂岩とそ の直

下 の軽石凝灰岩を境 に，そ れ らの下位の前期噴出物 （下部層〉

と上位の 後期噴出物 （上部層）とに分 け られ る．凝灰質砂岩の

分布 は地域北半部に限られ るが， 凝灰質砂岩 の 直下 に くる鍵層

（軽石凝灰岩） に よっ て 同層準はほ ぼ 全域追跡で き る．前期に
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　　　　　　　　　　　　　　　　第 1図．意 束火山岩類 の 地 質略区お よ び試料採取位置．
　井上 （19．　90，1994），井上 ・lrl

’
A
’

（1995） を簡略 化な ら び に
・
部修 止 し，一

部加 筆 して 作 成 した．挿 人図 の綱 掛 け 部 は 中新 統 の分 布

を示 す．

中部中新続 駟 系

黷
蠶 岩類

断層

資料採取地

　 　 数字ぱ資料番号

は無斑晶質岩が 卓越 し， 後期 に は斑状岩が多い ．前期，後期 と

も活動初期に 顕著な斑状岩 の 噴出が あ る．第 2図 は意東火山岩

類の地域別層序で ある．縦 の 太線 は現地 で層序関係が分か っ た

もの ， 点線は対比 に有効な火砕岩を表す．

　中部中新統 は久利層の 黒 色泥岩 ・流紋岩類 等，大森層，お よ

び布志名層か らな り，意東火山岩類 を不整合に お お う　（井上

1994 ；井上 ・川谷 1995）．意東火山岩類直上 の久利層泥岩 は

化石の 保存状態が悪 く，八 雲村持山の 同層泥岩か ら は膠着質有

孔虫 HiPPocrepine〃a 　sp ．の みが検出された．これ は久利層泥

岩中に
一
般的に見 られ る もの で あ る （島根大学野村律夫氏 の鑑

定）．

試 料

　年代測定試料 は前期噴出物の 5種の 溶岩か ら 6点，後期 か ら

は 5種の 溶岩 か ら 7点 ， 計 13点で あ る．この 内10試料 は 岡山

大学固体地球研究セ ン タ
ー

で測定 し，3試料は蒜山地質年代研

究所 に測定を依頼した．

　試料 は，先ず4．5mm 以
．
ドに 粉砕 した後， 変質や 風化部分 を

極力取除い た．そ れ を 吏に 粉砕 して 6｛｝〜80メ ッ シ ュ に そ ろ え，

カ リウ ム お よび アル ゴ ン 分析試料 と した．カ リウ ム の 分析 は 浜

山工 業技術指導所 の 蛍光X 線分析装置 （理 学電機製 3270E型 ）

で ， ガ ラ ス ビードを用い た検量線法に よ りお こな っ た．ア ル ゴ

ン 分析と年代言騨 は， 蒜山地質年代研究所で の分析につ い て は

長尾 ほ か （1984），ltaya　 et　al ．（1991），また 岡 山大学固体地

球研究セ ン ター
で の 分析 に っ い て は Nagao　et　al．（1996）に

従 っ て お こ なっ た．試料採取位置は第 1図に ， 採取試料の層準

は第 2 図 に それ ぞ れ 示 した．試料 の 強熱減率 は0．7〜1．2％ で

あ っ た．試料の 採取地点の 位置と鏡下 の 特徴 を第 1表に 示 す．

結果 と考察

1．年価則定結果

　年代測定結果 を第 2表 お よび第 2， 3図 に 示 す．そ れ に み ら

れ る ように，3 つ の 溶岩 に つ い て は年代測定を 2回 お こ な っ

た．すなわ ち，高丸溶岩お よび経塚溶岩 につ い て はそれぞれ ，

ほ ぼ同
．
地 点か ら独立 に 採取 した試料に つ い て ，車山溶岩は 地

点を変えて採取した試料に っ い て ， それ ぞ れ 異な る機関で測定

を行 っ た．そ の 結果，こ れら 3試料 に っ い て 異なる年代値が 得

られ た．経塚溶岩の N 〔〕．11と No ．12は誤差の範囲内で
一

致
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は 安 山岩質火砕 岩，

編 髀 岩

判1庭 P

灘

して い るが
， 他の 2 つ は異なる値を示す．後者の それぞれ の 若

い 方 （No ．2と No ．8）の 年代は 2度の アル ゴ ン測定で 良い 再

現性が確認され て い る こ と， お よび ， 他の 11試料の年代値が

／6Ma を中心 に集中して い る こ とか ら， 以下の議論で は見か け

上古い 年代を示す No ．1と No ．7に つ い て は言及 しな い，

　前期の 平均値 は15．6± 0．5Ma で あ り， 後期の それ は／6．2±

0．4Ma で あ る．前期火山活動の時期と後期活動と は ，
　 K −Ar

年代測定で は ほ と んど同時期で あっ た こ とが明 らか とな っ た

（第 2 図）．

2．対比 に つ い て

　鹿野 ほ か （1993）は， 従来か ら前期中新世の波多層 と考え

られ て きた松江市南方の 火山岩層 （由陰グリ
ー

ン
・
タフ 団体研

究グル
ープ （1979）の 大東累層）を再検討した結果，次の 結

論を得た．（1＞それ は下部の 陸成層と上部の 海成層か らな り， 両

者の関係は不整合で ある．従っ て ， （2）下部は波多層 （その最上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う し tt

部は デイサ イ ト質溶結凝灰岩，後述する海潮溶結凝灰岩） に，

上部 は これ をお お う海成 の川合層に対比で き る．（3）川合層の 某

底 の 年代は 18〜20Ma で あ り，この 頃に山陰地方で の海進が

始まっ た．

　上記大東累層 に近接して分布す る意東火山岩類 も，前述の よ

うに，これ まで波多層に対比されて きた．しか し今回得られ た

年代値は意東火山岩類が，波多層に で は なく川合層に対比され

る こ と を示 して い る （Otofuji　et　a1．1991 ；高安 ほ か 1992）．

意東火山岩類 に は ， 珪長質火砕岩の発達 とコ
ー

ル ドロ ン の 形成

とい う波多層に 共通した特徴が 見られない．本地域で波多層に

対比 され る の は，放射年代 お よ び層序関係か ら判断して ， 意東

火山岩類 に 不整合 に 覆わ れ る飯梨溶結凝灰岩 と考える こ とが で

き る，

　飯梨溶結凝灰岩の起源 と対比 にっ い て考察す る．飯梨溶結凝

灰岩は斜長石斑晶をもち，初生 の石英斑 晶を含 ま ない ．こ の 点

で本岩 に類似 した溶結凝灰岩を周辺地域に 求 め る と，本地域の

東，米子湾入部 に分布す る絹屋デイサ イト層 （守岡ほか 1992）

（77 ）
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と本地域の 西，松江湾入部 に分布す る海潮溶結凝灰岩 （山陰 グ

リ
ー

ン タ フ 団体研究グル ープ ユ979） とが あ る．前者 は 波多層

の 最下部層準 に 産出す る （守岡ほか 1992）．後者は波多層最上

部を構成し， 海成層か らなる川合層 に不整合 に おお わ れ る （鹿

野 ｝まカtS　1993）．

　井上 （1994） は ， 絹屋デイ サ イ ト層分布地 と飯梨 と の 間 に

位置する独松山に飯梨溶結凝灰岩が分布する こ とを重視して同

溶結凝灰岩を米子湾入部 に噴出源が あると推定 した．また ， 鹿

野ほか （1994）は海潮溶結凝 灰岩と飯梨溶結凝灰岩 が 共 に 角

閃石を含む とい う共通点か ら，
この両者を対比 し た．しか し ，

こ れ ら 3地域の 溶結凝灰岩 はい ずれも有色鉱物は変質 して お

り， 有色鉱物に よ る比較は困難で ある．一
方，斜長石斑晶 の 量

か ら判断す る と， 海潮溶結凝灰岩と飯梨溶結凝灰岩が ほ ぼ 同程

度 に 多 くの 含有量をもつ の に 比べ て ， 絹屋デイサ イ トに 含まれ

る斜長石 の量 は明 らか に 少 な い．こ の こ とか ら， 飯梨溶結凝灰

岩 は海潮溶結凝灰岩と同源 （鹿野 ほか 1993，1994） と 考 え ら

れ る．よっ て，飯梨溶結凝灰岩 は波多層に 対比 され る．

　本地域西方 に位置す る松江湾入部， 出雲湾入部お よび大山湾

入部で は い ずれ も波多期 に コ
ー

ル ドロ ン あるい は陥没構造が形

成され， 海成層を主 とす る川合層は そ の 同じ位置の 北部か ら北

方に
，

つ まり波多層にオ フ ラ ッ プ しなが ら発達して い る．い い

か えれ ば川合期 の 陥没あるい は沈降が波多期の構造に引き継が

れて い る．
一

方， 本地域で は波多期 の 陥没 はな く，そ こ は溶結

凝灰岩が お お う台地で あ っ た．溶結凝灰岩の そ の ほ と ん どが 削

剥 された後 ， 川合期 に な っ て も陸域 は続き，
こ の地域は火山活

動 の 場 となっ て 意束火山岩類が 堆積 した．

　本地域の 東隣に ある米子湾入部 に も波多期 に コ ー
ル ドロ ン が

形成 され て い るが，そ こ には松江湾入部以西に見られ る よ うな

川合期 の 海成層 は 分布 して い な い ．川合期 は本地域だ け で な

く，こ の 東方
一
帯 も陸域 で あ っ た と推定 され る．
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第 1表．意東火 山岩類 の KAr 年代測 定試料．

試料採取地

試料 溶岩名 岩 石 名 石基 変質鉱物
No 組 織 〔 ）は強熱減率 東経 北緯

1 高丸溶岩 無斑晶質玄武岩質安山岩 填間状 緑泥石少量 （LO2 ） 133°LO／5535 °24’　 5”

2 高丸溶岩 無斑晶 質玄武 岩質 安山 岩 填 間 状 緑 泥石少 量 （1．02） 133°10’5535 °24’　 5”
き ご ろ う

3 喜吾郎溶岩 無斑晶質玄武岩質安山岩 間粒状 緑泥 石少量 （1．05＞ 133D　9／ 2535
°
22
’
　 4”

4 桑 原溶岩 無斑 晶質玄武岩質安山岩 間粒状 緑泥石少量 （1．16） 133°　 8广 3335 °23’16”

5 金刀 比羅溶岩 無斑晶質玄武岩質安山岩 間粒状 イ デ ィ ン グ石 （1，ID 133
°10’1235

°
23
／
30
”

6 川 平溶岩 普通輝石玄武岩質安山岩 ピ 囗舛 シティック 緑泥石＆サポ ナ イト少量 （1．20） 133°　 9／　 835 °22’　 5”
く る 　ま や　ま

7 車山溶岩 無斑晶質玄武岩質安山岩 間粒状 サ ポナ イ ト微 量 ω．92） 上33°10’5535Q 　 24’42”

8 車山溶岩 無斑 晶質玄武岩質安山岩 聞粒状 サ ボナイ ト微量 （O．75） L33°11’5535 °24’16”

お も の こ

9 面 子 溶岩 普通 輝 石安山岩 填間状 緑泥石微量 （LO4） 133°　 9’　 035 °22／11”

10 岩坪溶岩 シ ソ輝石普通輝石安山岩 填間状 サポ ナイ ト ω．79） 133°　 9／2035 °21’42”
きよ うつ か

1止 経 塚溶岩 カンラン石舗昔画石玄武岩質安山岩 間粒 状 緑 泥石 極微 量 ω．90） 1339　 9／2035 °21／42”

12 経塚溶岩 加 ラン石舗韻鮖玄武顎安山岩 間粒状 緑 泥石 極微 量 ω．9ω 133
°
　 9

〆
2035

°
21
’
42”

13 滝 山溶岩 無斑 晶 質玄 武 岩 質 安 山 岩 填 間状 緑泥 石＆サポ ナ仆極 微 量 （O．78） 133°　 9’2035 °21’42”

第 2表．意東火山岩類の K −Ar 年代測定値．
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噴

出

物

上

部

層

前

期

噴

出

物

Sa皿ple 　No．

（溶 岩 名 ）

Potassiu 皿 　　　Rad ・　argon 　40　　Non 　Rad ．　Ar　K　Ar 　age （
’

σ ）

（wt 、％）　　　　　　（亅O　
BccSTP

，

，

9）　　　　（％）　　　　　　　　（Ma）

13　 （滝 山 ）

12　 （経 塚 ） ＊

／1　 （経 塚 ）

10　 （岩 坪 ）

9　 （面 子 ） ＊

8 　 （車 山 ）

7　 （車 山 ）

0，97± 0．02　　　　　57．5 亡 O，6

°’73± °’°2
（21：’i1“ 1：1

　 　 　 　 　 平均 47，3± O．8

0．69 二 〇．01　　　　　46，0土 0．5

1．21 ＝ 0．02 　　　　 74．3〒0．8

°鹽68 ＝ °鹽゚2
（震：；卦8

　 　 　 　 　 平 均 43．9 ＝ 1．O

O．89± 0．02　　　　　55．4＝ 0，6
1．10 ＋ O．02　　　　　77．7二 1．O

61．・d

摺
32．669

．16T

．5

11：147
．549

．675

、1

15，3± 0．4

19：1⊇1：1
16．5 土 0．3

17，2± O．4
15．8± 0．4

｝艦 1：l
l6．6± 0，3
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18，0 ＝ O，4

後 期 平 均 （No8 〜Nol3 の 耳二均 ） 162 亠06

F
部

層

6
一
〇
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（川 平 ）

（金 刀 比 羅 ）

（桑 原 ）

（喜 吾 郎 ）

（高 丸 ） ＊

1　 （高丸 ）
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54，3 ⊥ o．6

66，4± 0，7

58．6 ⊥ 0．6

（ll：認 ：1
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．5
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　 　4正，5

↓0．
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40，
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前 期 平 均（No ，2 〜No ．6 の 平 均 15． 6±0

5 前 ・ 後 期平均　（N 。 ．1＆N。 ． 7 を 除いた 11 試 料 の 均） 上 5，9＝
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j ． 1と No ．7 の 年代値を除いた 11 デ ータの平均値は16．1 ：0 ，4 ．　No ．
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とNo ．2， No ．11
No ． 12 はそれ ぞれ同 じ 地 点か ら採 取した試 料（
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